
様:式第1号 (4)(第 2条関係)

f採 業 報 告 書
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舞本第14身 l第 7条関係〉

谷韓五年蔑i  辞等施報告書

会絢 名!株■議員負名 曲場 .構‐

置機筆素工荷壌篠I ll題1 白
|

内  i容  !♂) 説:H月 :

:嚇・ 魏 所

'

il人イ牛却 4/1■v螺

ザト胡故i 市政峰蘭すi覆調査研究および市政相難 籍サ

為講区擦Ⅲ灰講たで事務所を1昔
・りとイザたょ

為事務員1鶴為いれ
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年月ロ
整理

暑丹
「 収入鎮■ 支出額 残額 内容 項 目 その他

|.11は , r 810,000 ヨ10,000 攻務着的費 ■` o月 分 文け入れ

0,ti 3S 2 S,a38 elo,ュ oτ

'⌒
タル 事務所インタ他市八代壺 01

iS、 1;23 190,960 682,20イ 4角1分人件|■|
③

G14.=S 41 1,784 6■71443! 4月 分■活代凛び″″●わ卜使用料 0

6,■ .空 5 5 2,71エ ,TⅢ 732 4Fttt、 ド 0 1

0,■―

“

6` 13160oi 弦
・

軸
一 `月

1分 .事務所月―極駐車暑貴常斜― 0

一６
ittr OⅢ Ⅲ 0S月 分事勢Hェ営♯

月  計 IE121-di31

畢 計 910,000
'ど

12丁 16S I も91,1132:

様式第 10号 (第 6条関係)

会 計 帳 静

。議員氏名 慎一

士よ、 C月

務所賃借料など)

2 「凍母」擦に,ま 、努市議会政務活騨崇め交付に歯する条例別表に規定!さ れている政務活動

崇
―
の使驚項目を記殺する,(ムの番号の翠様でも耳)(0調査研究ォ゛②研修奈、③要請

志陳帝著島費、0会競舞、6養料作成秦(i③資料購入妻、⑦法報・広徳茶、③八件費、

O事務・事務所費)

備考  オ
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様式第 10号 (第 6条関係 )

会 計 帳 簿

会派の名称・議員氏名  的場 慎一

務所賃借料など)

2 「項目」欄には、堺市議会政務活動費の交付に関する条例別表に規定されている政務活動

費の使途項目を記載する。 (次の番号の記載で1)可)(①調査研究費、②研修費、③要請

・陳情活動費、④会議費、⑤資料作成費、③資料購入費、⑦広報 。広聴費、①人件費、

③事務・事務所費)

年月日
整理

番号
収入額 支出額 残額 内容 項 目 その他

CD 5 24 A 100,800 594,068 5月 分人件費 ⑤

6.528 9 4,792 589,276 5月 分電話代及びインターわ卜使用料 0

6.528 10 3,064 586,212 5月 分電気代 (D)

6 5 29 11 13,600 572,612 6月 分事務所月極駐車場貨借料 0,

6529 12 64,100 508,512 5月 分事務所賃借料及び水道代 ⑨

月 計 186,356

累  計 810,000 399,224 410,776
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様式第 とo号 (第 6条関係 )

会 計 帳 簿

会派の名称・議員氏名  的場 慎一

11 欄4手 Iま〔 C月

1務所賛惜料など)

' 
「項目|】 缶葛1と は、堺市議会政務活動費の交付に関する粂1例別表,こ規定さ―れている政務活動
:費め―使途項目を記歳する。 (次の番との記哉でも可)(③嗣査研究費、②研修女、③要静

■疎構活鞘崇.0会議表、0資料作成策、⑥資料購入費〔0広報。広藤費、⑥人件費、

⑨事警■事務所女}

午β口
整理

を・月‐
収本額 文出額 | 残額 ! 内容 項 目 その他

6.4.25 13 k34,490 276.376 6月 分入件身 0

6.612も | lr !″,712む 2,3)018- 6身分電気代 0

6.i612, }予 4'イ0' 213,ュe9 o月分毎第代みびイン■ネットに用オ| 0

C.:61 gs 161 Sl,9,α 2,1,383 イ身分事務所賛借料 0

| :e.0.皇S lr 13,.60年 1191,2881 亨Л分中務所.,色建車4策借料 C!

月 計 12X'・ 1,9! :

素!計 slorooo l SIS1 71, l,11213- ■

Ｅ

Ｅ

■
■
■

■

■

■
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様式第 10号 (第 6条関係)

会 計 帳 簿

会派の名称 〕

年月日
整理

碁 丹
収入額 支出額 残額 内容 項 目 その他

6,7.10 13 8101000 l,C01,288 攻務活動費 7～ 9月 分 受け入れ

6.7.25 19 114,240 887,043 7月 分人枠費 ⑤

6.?.29 20 4,780 882,263 7月 分電口音代及びインターネット使用料 ◎

6,7.29 21 2,891 870,372 7月 分電気代 ⑥

6、 7 29 22 64,050 815,322 8月 分事務所賞借料 ◎

617.29 23 13,600 801,722 8月 分事務所月極駐車場賃借料 ③

月 計 810,000 199,501

果  針 1,620,000 818,278 301,722

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■

■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■

一
一
一

‐

一
■

一
一
一
■

Ｅ
Ｅ
一
一
■
Ｈ

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

一
一
一

l |ま、 出 る。

務所賓借料など)

2 「項目」襴には、堺市議会政務活動費の交付に関する条例別表に規定されている政務活動

費の使途項目を記載する。 (次の番号の記栽でも可)(①調査研究費、②研修費、③要請

・陳情活動費、④会議費、⑥資料作成費、⑥資料購入費、⑦広報・広聴費、③人件費、

⑨事務・事務所費)
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様式第 10号 (第 6条関係)

会 計 帳 簿

会派の名称・議員氏名  的場

年月日
整理

碁 男・
収入額 支出額 残額 内容 項 目 その他

618,29 24 94,080 707,042 8月 分人件費 ⑥

6.8,26 25 3,002 703,980 8月 分電気代 ③

6,S.26 26 4,765 699,185 8月 分電稲代及びインターネット使用料 ③

6,S.26 27 64,000 635,185 9月 分事務所負借料 ◎

6.8,26 28 13,600 821,585 0月分事務所月悔駐車場賃借科 ◎

月 計 180,197

累 計 l,620,000 998,415 621,885

1 」欄には、収入又 入れ、O月

務所賃借料など)

2 「項目」襴には、堺市議会政務活動費の変付に関する条例別表に規定されている政務活動

費の使途項目を記載する。 (次の番号の記載でも可)(①調査研究費、②研修黄、③要請
。陳情活動費、④会議費、⑤資料作成費、⑥資料購入費、⑦広報・広聴費、③人件費、

③事務 =事務所費)
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様式第 10号 (第 6条関係 )

会 計 帳 簿

会派の名称・議員氏名  的場 慎一

年月日
整理

番号
収入額 支出額 残額 内容 項 目 その他

6 9 10 29 7 712 613,873 マニラフォルグЯ苺入代金 ⑤

6925 30 134,400 4791173 ,月 分 ア、件費 ⑥

6927 31 7 896 471,577 10月 分事務所月極駐車場賃借料 O

6.927 32 37,175 434,402 10月 分事務所賃借料及び水道代 J,

6927 33 2,958 431,111 9月 分電気代 ③

69,27 34 4,765 426,679 9月 分電話代及びインターネット使用料 O

月 計 194,906

累  計 1,620,000 1,193,321 426,679

務所賃借料など)

2 「項目」欄には、堺市議会政務活動費の交付に関する条例別表に規定されている政務活動

費の使途項目を記載する。 (次の番号の記載でも可)(①調査研究費、②研修費、③要請

・陳情活動費、④会議費、⑤資料作成費、⑥資料購入費、⑦広報 。広聴費、①人件費、

③事務・事務所費)
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様式第 10号 (第 6条関係 )

1

会 計 燎 簿

称 ,議員氏名  的場 慎―

| )

とこ|ま 、 を記載す

務所賃惜料など)

2 「項目」欄には、堺市議会政務活動費の交付に関する条例別表に規定されている政務活動

費の使途項目を記載する。 (次の番号の記載でも可)(①調査研究費、②研修費、③要請

・陳情活動費、①会議費、⑤資料作成費、③資料購入費、⑦広報 ,広聴費、③人件費、

③事務・事務所費)

年月日
整理
碁 ‐民・

収入額 支出額 残額 内容 項 目 その他

6.10.19 35 810,000 l,236,67e 政務活動費 10～ 12月 分 受け入れ

6.10,25 38 64,000 1,172,679 11月 分事務所賃借料 ③

6.10.25 87 19,600 11159,079 11月 分事務所月機駐車場貨借料 ③

6.10.25 98 80,640 l,078,439 10月 分 人件費 ③

6.10,30 39 3,396 l,075,043 10月 分電気代 ◎

6,10.30 40 4,765 1,070,278 10月 分E督代及びインターネット使用料 ⑥

月 計 S10,000 166,401

黒 計 2,130,000 1,359,722 1,070,278

■

■
■
■
■
■
■

■■
■■
■■
■■
■■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
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様式第 10号 (第 6条関係)

会 計 帳 簿

会派の名称 `

年月日
整理
碁 昇

収入額 支出額 残額 内容 項 目 その他

6.1と ,25 41 87,300 982,918 ll月 分 人件費 ③

6,i1125 42 2,794 980,124 ll月 分 丘気代 ⑤

6.11,25 43 4,322 975,302 ■月分 電語代及びインターネット使用料 ◎

6,ll.28 44 65,576 909,726 12月 分事務所貨借料 ⑨

6.ll.28 45 13,600 896,126 12月 分事務所月海駐車う質借料 0

月 計 1741152

票 叶 2,430,000 1,533.S74 896,126

1 」襴には、 の る。 入れ、O月

務所賃借料など)

2 「項目」欄には、堺市議会政務活動費の交付に関する条例別表に規定されている政務活動

費の使途項目を記戦する。 (次の番号の記載でも可)(①調査研究費、②研修費、③要備

・陳情活動費、④会饒費、③資料作成費、⑥資料購入費、⑦広報・広聴費、③人件費、

③事務・事務所費)
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様式第 10号 (第 6条関係)

会 計 帳 簿

会派の名称・ 慎一

ガ｀
Ⅲ

年月日
整理

番 暑
収入額 支出額 残額 内容 項 目 その他

6.12.25 46 134,400 76と ,726 12月 分 人件費 ③

6,12.25 47 64,000 697,726 二月分 事務所賃借料 ◎

6.12.25 48 13,600 684,126 二月分 事務所月極駐車掛賃借料 ◎

6.12,27 49 2,715 681,411 12月 分 電気代 ⑨

6.12.27 50 2,955 678,456 12月 分 電督代及びインターネット使用料 ◎

月 叶 217,670

黒 計 2,430,000 1,751,844 678,456

■
■
■
■
■
■
■
■
■

■■
■■
■■
■■
■■
■■
■■
■■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■

■

備 1 の る。

2 「項目」欄には、堺市議会政務活動費の交付に関する条例別表に規定されている政務活動

費の使途項目を記載する。 (次の番号の記載でも可)(①調査研究費、②研修費、③要請

・陳情活動費、④会議費、⑤資料作成費、⑥資料購入費、⑦広報・広聴費、③人件費、

「内容」欄には、

務所賃借料など)

入れ、

十
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様式第 10号 !(第 10「粂関係)

会  計  1憬  諄

l

子弟ブ,算博料狂ど〉

' 
幣預Ⅲ搬 41、 堺市議会政務活動茸ゆ奈仕に関する余柳l】

ll=に理てとを化て:いな球窮活即づ

贄の使総環Hを記鞭する。.(次め′・遷・号の記載ても可,(①調査鷲究費、②研修費(|@聾講
―

■瞬ミ情活動:費1-0会議費、l③資料作成1費、⑥資料購入安:、 ④広報 ドA職 ‐、③大件費(―

◎事務I事務所費‐)

年1月 1自

!整騒
1議好

収入額 | 文出額
―

残績 内1容 十項自
|

うl liil, 五! ,11.や001 I)4,S11う 0・ 政務言n,l黄 |:1、41努 `女 1,1人れ‐
|

|うlⅢ ,!3 名お001 i,ISO,35SI 一０
■

ぅr kl.-1虫 ■ォ,90 :芸 ,4争 3.,50 4-'分 五驚氏友ウひ'仕

'■

1,'夜蒲ⅢⅢ ・０
■

Sf“ ,91 !転161↑ f i.4721■ 33 1月1分 電気代| O―

3i r124 奉〕 :04i OSt
-1,3,8,2681

!ュ弁 :人件賞
i e

5,rテ al まミ、000 11,314,:230 P,,手

“

″r■ l普骨|
.(9サ

ー

51 rilar S″ lti600 li 30016,3
?引分■方野月‐Ⅲ率落摯IⅢⅢⅢ:

０

¨

― ―

,1計 一即
一

一ユ
一

10上lфa

第 i計 ,等 ,1は ,01 11単

'|+4Ⅲ

T I.1101お する!
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様本籍10-弓
‐

(第 o条隣l係 )

:会  言「  帳  簿i

会派のょ名称・ 議員氏名  的場 慎■

務卿弾鞘音料な
―
F,

2 1工買1日 1.報1■イよ、!堺市議会政務活重
'J費

のアx(付|に関する条″ilテ l゙l蒙 I=1規落されている政務活動|

―
費|の佼途衰Hを記栽す|る。 (次の番との1記載でも■〉 (O調査研究女れ、②研修費(.:⑨要講:

'陳情落勧費、④会議費(i10資料作成1費、◎資料購入費―゙②広報・広聴1費、16入、件1費(

-0事
務i華狩碑 !

竿月I日
整理 :

1番:号 :

1収八額| 支出額 残額| 内容 項H
そ
…
の

他

■1年 10 1畳
0 3,Ta憂| I,201,10ユ 事務所烹具

―
,毎八イヽ金i 0

「
7■ 2;251 121679: 111291,1739 2月!分 電気イヽィ 101

・7.r212, 160i 4.7151 1,290,024 彦力分 竜識 及ヽびィカ■わヽ 校掬準「 ⑨ l

.名
2子 25: ICi 141t120 11■48,「 9041 2月 分 入伴費‐ 0

7!:赤 .2ei 1621 む4;000 1す 081,904 甲分警娑野賛倍料 ０

一

テl lヨ士 夕lSi“0

諄I卦
'IP(10ェ

900 ,1,,,9,α 1,|:0'41'9Ⅲ
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様式舞lo号 (第 6.条関係)

会: 言卜 帳  簿

換
エ

!務所賃岱科.4ビ )

2 f棗臓j lttltttF癬下!堺市議会政務活動費の1変付|に関す
:る

.条 l'llttlll表に1規定さ:れてい.0政務静争勁
―
費め使途凍自を記裁する。 (次め番号σ)記裁で|も可)|(0調査研究費、②研修費、l③要請

1疎管活動費、o会議業,0資料紳 費卜◎餐1荘 H障人費●0広1報・広聴費、l①入律費(

0事狂!事務所‐鋤

1年月虜
整穏!

蕃孝
収入額| 支出独i 残額 | ぬな|

1項 目
その|

他

″.:儀 て0 163. I10,おb0 Iヶ 071,,04 0打 分事―務所月1極班車場箕借締 ⑨ l

li工 :″ S 164 1114,240 ,Sイ●061 とオ′ァ)え十1舞 (8)i

17181・ 251 :65 2,70よ .964す 063 脇力1分 電気持 01

子.3子 251 6& 1,1822: 04〔J.541 jl分 霊華十峰―▲びィィ
'・

ユー

'卜

Ⅲ市料 一０
一

?rS、 26.
-67 64,205 385● 386 士却分事務所賛借本r凛oホ■代 一◎

一

4,・

“

P, 63. 11,,001
―

tFll騨 1月 か事務猫■標駐車1身筆常祥F ・０

引 ;| 1213116S

肇 計 →|,401000i 1 学.,C4,P,生 0711ユ111
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参考様式第 1号

雇用状挽報告審

会汗Hの嘉称 ,議員氏名

※1雇用契
―
約審また|まそれに代わる1書類の写しを併せて機出することマ

※艤務内容をもとに纂落する場合の按分率

職務!内容 被分率

政務活動半後援会活動 1/2

政疹活動半後緩袋播魏十政党活動 1/3

的場 懐一

)

)

 

 

    

堺

令和 6年  4月   1口 ～ 令和 7年  3月  31瞬

■徳接療月    □その他 (派造等 )

140時員1目 1 月 (1爵  7時間X   20ロ  メ 月)

B月額!  El口
額  B韓給 1)200関

■政務活動  
“

1政党活動  E後援会活動  園( )活動

B観務実態をく)と に算定

tl督 動務時鶴数のうち政務活動にかかる時間)   11ツ 時間

(月 勤務時関数)    140 脅寺FF厨

８０
　

　

％
□職務内容をもをイこ算定 !※下記参照

|□生計を一にしなIⅢ親族  ■:籍三警  園その他 (

※議員と被雇用者の関係は、生計を一にしていないことを条件とする、

)

(_と
―記以外の活動がある場合は、その活動を含めて分母の数とする。 )

15



参考様式1第 2号

雇 用 契 約 書

)

ふりが!な  生 年 月 日

氏  名
 生

現 住 所
堺市

TBL

下記の条件で契約します。

雇用理聞 令不口 6午 4月  1日 から  令和 7年 3月  31周 まで

就業場所
堺麟1南―区探阪南 342●12

まとば撲一事務所

仕事内容
政務活動にかかる補助及び関係書類の作成

政党活動磯係事務

就業時間

(体憩時間)

隆聾抒 午後 9雷等le3分から  午前・凹
( うち、休憩時間は 12時から13時まで

3樹孝CO分 まで

休   日
上、日、視日、年末年始、夏季体蝦

―
給与 (賃金 )

時給
-lj館

10.Oi円

給与支払
毎月 20瀾 締め切 り、25日 支市ム

給与振込先
税金支払

上記契約1期
FH尋満了をも7ぅ で本契約を解消する。

契約書は 2通作成し、双方が各 1通を保管する。

令和 6年 患月 3

雇用者  堺市議会議員 的場 慎一

被雇用者  

)

16



参考様式第 5号

出 勲 簿 (令和 6年  3月 )

氏名 :  

Ⅲ

日 曜 日 始業時刻 終業時刻
労働時間

備  考
基 本 時間外

1日 金 9:00 17:00 7:00

2日 土

3日 日

4日 月 9:00 17:00 7:00

5日 火 9:00 17:00 7:00

6日 水 9:00 17:00 7:00

7日 木

8口 金 9:00
｀
17:00 7:00

9日 土

10日 日

11 日 月 9:00 17:00 7:00

12日 火 9:00 17:00 7:00

13日 水 9:00 17:00 7100

14日 本 9:00 17:00 7:00

15 日 金 9:00 17:00 7:00

16日 土

17日 日

18日 月 9:00 17:00 7:00

19日 火

20日 水 20日 締め  105h

21日 木

22 日 金 9:00 17100 7:00

23日 土

24日 日

25 日 月 9:00 17:00 7:00

26 日 火

27日 水 9:00 17:00 7:00

28日 木 9:00 17:00 7:00

29ロ 金 9!00 17100 7:00

30日 土

31 日 日

計 112と

出勤日数 16日

)

確認印

17



参考様式第 5号

出 勲 簿 ( 令和-0年  4月 )

氏名■ 

日 1曜 日 始業時亥I 終業時刻
労働時間

備 考
基 本 ・外一間時

1日 月

2隠 火 9:00 14001 7100

3‐ 日 水
:9:00

17:00 '7100

4日 本 9100 17100
‐
7100

5日 金 9100 17:00 17(09

6日 土

7日 日

8日―
月

.9‐屁! 火 !9,00 17100
17100

101日 水― 9100 1‐7100
-7100

11 日― ―木 9:00
=字

:00 .字

'00
121回| 金 19'00 17100 7100

131ロ 士

141日 日

15'日 月 1900 17100     1 |  '7100

16.日 火| -91100 17:(X'  | 摯00

171日 水 9100. 17Ю0

“

OO

181口 木 i9:00 1400 学iOO

■91F 金 :

19'00 17100 イ!00
-20日

| 圭 2101目 ―兼者 と261hi

211日 日

221日 月

231日 ! 火 | 19:00 1学:00  1 ,oo
24日‐

水
―

910Ю 17:00  ‐
7100

25日 本 17:00 71001

2611日 . 金

27口・ _L:

281日 : 日

29■日| 月

30日
―

火 9100 17100 71001

合計 110■

出勤ヨ数

'71自

確認印i
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参考様式第 51号

出 れ 毎 ( 令和6年  `月 )

氏名 : 

日 曜 国 始業時刻 終業時刻
労働時間|

備  i考
基 本 時間外

11日 : 水‐ !9i00 17i00 7:00

2日| 木
-9:00

17100 7:00

13 1RI 金

41口 | 圭

bi日
― 一ロ

δ日: 月

:71口
| 火 ,

81日 1 水 : .9:00 17:001 7:001

eH 木 | 0100 17100 71001

10日 | 金 91∞‐ 17100 7100‐

11日 | 上

12日 | 口

131日 | 月 19i00 17'00. 7100

141臓 : 火 ! :  191001 1″ ,00 7:001

13日 : 水 : つ100. 17:00‐ 字:00

16日 | 本 |  10100: 171001 7:00

17爵 金 ! |  19100 17100!  | 7:001

13日 | と

191 EI: 目
-20日

i 月 ,9'00 17100 7:00 |力 癖締 1心oi
21:日 | 火 i

12必 日● 水― | ‐9100. 17:00 7:00.

1231日■ 恭  
―

:9001 17:00 7:00.

24‐ 日
i

金 91∞ | 17'00!
‐
7100!

125日
―

1   上 .

126.日

27目 |

128日 : 火 . 9,00 17:00 7,001

29‐
日

一
水

―
19:00. 17:00 71∞

3.0!日 | 木 19iOO 17:00. 7:00

'31日
|| 金 : 19'00; 17:001 7'00!

合計 126h

出勤日数 13自
確認印
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参考様式第 5号

出 拗 簿 (令榊 年  6月 )

氏名 : 

1日
1曜

日 1始業時亥‖ 1終業時刻
1労働時翻

備― 考
基 本 時間外

1日 土

2日 日

3iiRI
一月 i9:00 17:00 7100

41口 : 火 !91001 17100. 7子 ∞

5日 水 19100 17100  1 7t∞

6回 木 19i00‐ 17:00 7:∞

″1日 : 金

i81自
| 土

91口 i 日

10.日 月 |  !0,00. 17:00 7:00

11:日 | 火
―

19:00 17100 7ti00

1党 |口 | i水 併00. :17100 7100

13日
―

本 91001 17100 7:00

14-自 金 ,001 〔17100. 7100

ユ極IH !圭

-161言 日

11,1日 月 : 1911001 17.鶴― 才!001

-18‐
瞬

:

火 91001 i4oo. 7:001

1191日 | :水 9,001 17:00.
-7'00

120日 ! 木 |  -0,Ool 17'00! 7100. 20日

'お

 140■

12■ 日 : 金

122.口 土

1231日 目|

24桐 ! 月 |

.9:!001
117'001 7:00!

:251日‐
火 9:00. 17:00. 7:00

26+日‐ 水

.27日
:本

-9100 1  17100 7:001

123日 i金 9:00 17100 7'00

12σ ロ
ー

圭

‐30.日 日

合計 119と

出勤口数 17.口 確認印
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参考様式第 5号

出 蜘 簿 ( 令和 6年  7月 )

氏名 :  

日 曜 日 始業時刻 終業時刻
狩輸時間

備   考
基 本 時間外

1日 月

2日 火 9:00 17100 7:00

3日 水 9:00 17:00 7:00

4日 木 9:00 17:00 7:00

5日 金 9:00 17:00 7:00

6日 土

7日 口

8日 月 9:00 17:00 7:00

9日 火 9100 17:00 7:00

10日 水 9!00 17:00 7:00

11 日 木 9:00 17:00 7:00

12日 金 9:00 17:00 7:00

13日 上

14日 口

15 ロ 月

16日 火 9i00 17100 7100

17日 水 9:00 17100 7:00

18日 木 9100 17:00 7100

19日 金 9:00 17:00 7:00

20日 土 20日 締め ■9h
21 園 日

22口 月

28 日 火 9100 17:00 7100

24日 水 9:00 17:00 7:00

25 日 木 9:00 17100 7i00

26 日 金

27日 土

28日 日

29 日 月 9:00 17:00 7:00

30日 火 9:00 17100 7:00

31日 水 9:00 17:00 7i00

合計 133h

出動日数 19日
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参考様式第 5号

出 駒 伸 (令和 6年 8月 )

氏名 :  

日 曜 日 始業時刻 終業時刻
労働時間

備  考
基 本 時間外

1日 木

2日 金 9:00 17100 7:00

3日 土

4日 日

5日 月 9100 17:00 7:00

6日 火 9100 17:00 7100

7日 水 9:00 17:00 7:00

8日 木 9:00 17100 7:00

9日 金 9100 17:00 7:00

10日 土

11 日 口

12日 月

13日 火

14日 水

15日 木

16日 金

17日 上

18日 日

19ロ 月 9100 17100 7:00

20 日 火 9:00 17:00 7:00 20日 締分 98h

21 日 水

22日 木 9:00 17100 7:00

23 日 金 9100 17:00 7:00

24日 土

25 日 日

26 日 月

27日 火 9:00 17:00 7:00

28 日 水 9:00 17:00 7100

29 日 木 9100 17:00 7:00 1

30日 金 9100 17:00 7:00

31日 土

合計 98h
出勤日数 14日
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参考様式第 5号

出 勤 伸 (令和 6年 9月 )

氏名 i  

日 曜 日 始業時刻 終業時刻
労働時間

備  考
基 本 時間外

1日 日

2日 月 9100 17100 7:00

3日 火 9:00 17:00 7:00

4日 水 9:00 17:00 7:00

5日 木 9:00 17:00 7:00

6日 金 9100 17;00 7:00

7日 土

8日 日

9日 月 9100 17:00 7:00

10日 火 9!00 17:00 7:00

11 日 水 9100 17:00 7:00

12日 木 9:00 17:00 7:00

13日 金 9:00 17:00 7100

14日 土

15日 日

16日 月

17ロ 火 9:00 17:00 7:00

18日 水 9:00 17:00 7:00

19口 木 9100 17:00 7:00

20 日 金 9:00 17:00 7:00 20日 締 め  140h

21 日 土

22 日 日

23 日 月

24日 火

25 日 水 9:00 17100 7:00

26日 木

27 日 金 9:00 17'00 7:00

28日 土

29 日 日

30日 月 9!00 17100 7!Oσ

合計 119h

出動日数 17日 確認印
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参考様式第 5号

出 勘 簿 ( 令和 6年  10月 )

氏名 :  

Ⅲ

日 曜 日 始業時刻 終業時刻
労働時間

備  考
基 本 時間外

1日 火 9'00 17100 7:00

2日 水 9:00 17:00 7:00

3日 木 9:00 17:00 7:00

4日 金 9:00 17'00 7:00

5日 上

6日 日

7日 月 9:00 17:00 7:00

8日 火 9:00 17:00 7:00

9日 水 9'00 17:00 7100

10日 木 9:00 17:00 7:00

11 日 金 9100 17:00 7:00

12日 士

13日 日

14日 月

15日 火

16口 水

17日 木

18日 金

19日 土

20日 口 20日 締め 84h
21日 月

22日 火

23日 水

24日 木

25日 金

26 日 土

27日 口

28日 月

29 日 火

30日 水

31日 木

合計 63h

出勤日数 9日
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参考様式第 5号

出 勘 簿 ( 令和 6年  11月 )

氏名 :  

)

日 曜 日 夕台業時亥1 終業時刻
労働時間

備  考
基 本 時間外

1日 金 9:00 17:00 7'00

2日 土

3日 日

4日 月

5日 火 9!00 17:00 7:00

6日 水 9:00 17:00 7100

7日 木 9:00 17100 7:00

8日 金 9:00 17:00 7100

9日 土

10日 日

■ 日 月 9:00 17:00 7:00

12日 火 9:00 17:00 7:00

13日 水 9100 17:00 7:00

14日 木 9:00 17:00 7:00

15日 金 9100 17'00 7:00

16日 土

17 日 日

18日 月 9:00 17100 7:00

19日 火 9i00 17100 7:00

20日 水 9:00 17:00 7:00 20日 締  91h
21日 木 9:00 17:00 7:00

22日 金 9:00 17:00 7:00

23日 土

24日 日

25日 月 9:00 17:00 7100

26 日 大 9:00 17:00 7:00

27日 水 9:00 17100 7:00

28日 木 9'00 17:00 7100

29日 金 9:00 17:00 7:00

30日 土

合計 140h

出勤日数 20日
確認印
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参考様式第 5号

出 勁 簿 (令榊 年  12月 )

氏名 :  

日 曜 日 始業時刻 終業時刻
労働時間

備  考
基 本 時間外

1日 日

2日 月

3日 火 9:00 17:00 7:00

4日 水 9'00 17:00 7:00

5日 木 9:00 17:00 7:00

6日 金 9:00 17:00 7:00

7日 土

8日 日

9日 月 9:00 17:00 7:00

10日 火 9:00 17'00 7:00

11 日 水 9i00 17100 7100

12日 木 9:00 17:00 7:00

13 日 金 9:00 17:00 7:00

14日 土

15日 日

16日 月 9100 17:00 7:00

17日 火

18日 水 9:00 17:00 7:00

19日 木 9:00 17:00 7:00

20日 金 9:00 17:00 7100 20日 締め 140h
21 日 土

22日 日

23日 月

24日 火 9:00 17:00 7:00

25日 水 9:00 17:00 7:00

26日 木 9:00 17:00 7'00

27日 金 9:00 17:00 7:00

28日 土

29日 日

30日 月

31日 火

合計 119h

出勤日数 17日

（
一
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参考様式第15号

出 勤 簿 ( 令和 7年  1月う

労働時間
日 曜 日 夕台課鞘寺叛1 終業時亥1

基 本 ittFH弓外.4
備  考

水 :

21鳳
―

31目 金 ―

4日
i

士 :

″。
「
口 ロ

QI瞬― 一月 9,00 17:001 71001

火
i

91eo 17:90

'100i17:00 171001

即一岬
117i00

■7i00

「
イ100

71001

9,00

9i001

11.:日
:

12日 :

一
日

・・

-1】
1虜

:

一月

1凛 口 火 ! 9〔601 17ね0 一〇０・７

.16日 |

I15日 :

ｒ一木
17100

. _ 11‐ 7199‐ ∵
‐
  9'00i

19'001

―  |イ1001  ‐
―

1710D

-1+7:日
| 1金 9400 17100:

・
71091

113麟 土

1101口 !

一園

一

20口 t月 9'00 17100.
‐7100 滑 1口:締か つ3■

21目 | 1火

221日 1本| -01001
171001 71001

23日 i 本 !91001 ‐ 117iOO― 7:00.

9100 r7100i一湘一坤一

金

上
．

26H
一
日

・

27 1Fl 月 9100 17:OO: 7ieO

2Sロー 火 9:00. 17:00. 71001

29 Fli 水 OioOi 17100
!7100

BO口 火 1010ё 7100!

31 爵 水 9100 !■71001 争1001

合計 1216ね

出!勤H数 1確認印
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=参考様式第 a号

出 1勤1簿 (I令和7年  2月 )

氏■ :  

目 曜 日
「渚業時友1 終業時刻

労働1時商
備  考

1基‐本 時間外

1日 |:」   tF

爾

13.厨 月 19,001 1雰00 171001

.41日
| 火 01(16. ュ孝:00 71001

5-日 | 水‐ !9:00 11ケ:00 71001

6.日 木 eloo― ■7:OO |″:00:

!7il日 | 金 ‥_9100 ii 1,100 T∞: |

. 
餅00 17!00 171001

.111日
: 火

12博 | 水 01DO. 17範 ″I∞
―

■ユ編 ノド 0100‐ 1,二〇6!
:イ

'-001
141日 | 金 01001 17:00 工∞‐

lS

ユTi日 :

!  _ヒ

目  |

月 つ100! 117100. ,:00、  |

|

18蘇 火| ユ7:OOt 密Q0

191日 | 水 ― 1016ё
l 17:001

―
イ:001

20瞬 本 | 10i06 117:Oδ―
=00

!201日 結サ) 14イい
21‐日 !企

― :0100: 1″ 00i
:''00.

22巨 ,100 i r171001 71001, _

231日 |

241日 !

?,5日|

月

大 1伊 00 1171001 7100

2`6.H ・水
一

認7日 ホ i 910α 171ω ヤ1001

字3日 | 金 eloo. 117100
:7:00

191日 | 確認印
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「
参考様式第 5号

出 勤 簿|ぐ 令看阿夕年  3月 )

氏名i= 

日 曜 日 始業時刻 終業時刻 備
.者

基 本| !職閣外

IIヨ
ー

土 :

2日 一日

3「「 月

4H 火 : 9100 117.:00 7100

15:日 1水 9100! 17100 17100

.6 El !木 19:00. :171001 7100.

|1口 |

i金
: 91001 ■7:001 7100

18日 上

9日 | ロ

10日 月 .9:00, :17100
.400

■1.:口 | 1共| Э:00 11イ 100. 1,ね
01

121日 水 ‐9100
.171001 |  17100   1

■3日 19100, 17100,

141日 i !金 事00 ■イ:00 i   .マ,90i

15-母 1生

iむ :H 目|

1'ill
一月 9100 11ウ:010i !|:00‐

1苺 Fl. :共 i Oi00 irool 17ね
0:

101ヨ i 水 一俯一餅 171001 :,約0

1201回 木 120■締め 119 hi

21日 金

122日 ―圭

23 鳳

24 FI 月 1  91001 17:00 7199

25B .火 191001 I子:OO ″!OO

!密OR 水

27 困 本 OiO101 171001 7i00

23日 :!`!去 191001 17100 ‐
7!00

129 日 上

むO FI 口

,31母 月 91001 171001
―
イ
'001

言ト 110h.

出「勤口数 1申 口

29



0

①

参密様式第む号ヽ・.

事務弱 (f史用)狭焼1報籍審

会深り串騨 4鏃展氏オ帝 的場 懐…

的場 慎■

まをぽ棋―事務β
~折

342"1身

□ 自

〒d'0,0108

TRれ  072( 239 ),387

日生′ヽ″
◆
″ダ紳  )

四審的鰤
1他用途との兼環

「

⇒宥

撫

４

働
難l険鰯 事務所 (政党関連の物F欝等も進いていわ)

口鶉   (即榛霞体)

!27れF (ぢ題S観 尭普額

80000B

S4,000騨 )

月:籟

80。/c

(次のいずれかのマ磁夕月力法を選

'民

)

こ4緯綿鶴積によ―る  使簾爾犠     ∬/煙べ面積 (濯 )

期騨騨璃による  翼    l:40輔のうち ,12β挙鶴

維棒管理

経費

1日 HIヨ :静を

'4t代

・ 44

-ロガス代・・・

■その他・ 。こ

%
°
/o

80。/。  41永遊代 。・ ,   80。/o

打圏黛電話rく
。・ , 30。

/c

患O% 傾輯孵渤費典当憲

17.C00欄

13r600用 )

月・鎮

・期．鞘 i所在盤】 堺甫講醸閑脚講螂 ,1 麟 務区臣番持2、 数

1醸幾針を―柱上ない幾族  B鉾三警  翻その他 (

i饗幹暴|1貸圭の閣係磐、主計を■1こ していないことを条件とする。

)

採事務舞・盛傘場を策構す:るri敷錦書、観 等また群それ建代わる書類の写とを併せて提出すること.
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物件名 堺市南直深卜反南342下 12 :東野店舗

契約締結日  平成25年 10月 10日

賃貸借期間  平成25年 10月 11日

:平成27年 9月 30日

貸主  

借主 的場 慎一
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建 物 賃 貸 借 契 約 書

賃

貸

借

物

件

賃

貸

借

内

容

貸    主

借    主

使  用  者

当
　
　

事
　
　
者

管 理 者 日生ハウジング株式会社

名   称

所  在 地

種別

間 取  り 面積
l階審記記録面積 39.37ド

のうち 約27ド

使 用 目 的

賃貸借期間

賃    料 (月 額) ¥80,00o―

(一時金)¥ 敷    金

火災保隙料 賃 貸 保 証 料

金融機関名: りそな銀行 本支店名: 泉耳ヒとが支店

口座番号 : 普通日座 口座名義: 日生ハウジング 三好 明

貸主の指定

する賃料等の

振込日座
※家賃等の振込料は借主の負担とする フジガナ: ニッセィハウジングミヨシアキラ

特

約

事

項

借主は、賃料の支払い、各種通知、承認、協議、申し立て、要望事項は管理者たる甲生ハゥジング脚に行うヽ)の としますc

2,本物件は、平成 25年 10月 5日 にご内覧頂きました、現状での
ゃ引好しとなります。契約開始後に設置したキッチンセッドゃェァ

コン等の造作物は、退去する際には借主の費用負担にて撤去し、原状復帰する必要がありますと
3水道料金は貸芋にて子メーターでの検針を行います。2か月毎に貸表より請求された金額を直接支払ぅヰ)の とする。

1.本物件は、貸主と日生ハウジング田との間で建物管理委託契約を締結しております。

鍵

受

渡

し

※別途、鍵受領 書にて対応
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貸主と借主は、以下の通り建物賃貸借に関する契約を締結する。

(第 1条)物件の表示

賃貸借の目的物件 (以 下、「本物件」という)は標記の通りとする。

(第 2条)使用目的

借主は本物件を標記の目的にのみ棟用する。

(第 3条)契約期間  ―

賃貸借の期間は標記の通りとする。但し、賃貸借期間満了日の6ヶ 月前までに貸主または倍主から何らの申

し出がないときは、更に1年間契約が更新されたものとし、以後も同様とする。

(第 4条)善管注意義務     、

1.借主は、善良なる管理者の注意を )ヽっ て本物件を使用しなければならない。

2.借主は、自己又はイ昔主の同居者の責に帰すべき事由により、本物件及び共同施設等を破損又は滅失させ

た時、これを原状に回復しヌは貸主今損害を賠償しなければならない。           i
(第 5条)賃料及び管理費 (共益費)|

:賃料及び管理費は標記の通りとし、.毎月月末迄に翌月分を貸主の指定する方法により支払う。

肖、賃貸借開始口の属する月の賃料・管理費は日常∬計算 (開始日は期間に算入し1円未満の端教はこれを切r

てる)と し、賃貸借終了日の属する月賃料・管理費は借主が lヶ 月分を負担する。但し、第18条第3項又ト

第14条の規定により賃貸借が終了する場合は目割計算で精算する。          |
振込料等、支払いに要する費用は借主の負担とする。

(第 6条)敷金

1.借主はヽ本契約に基づく賃料支払義務・損害賠償義務その他の債務を担保するため、敷令として標記の

金額を契約締結と同時に貸主に預託する。なお、敷金には利息を付さない。

2.借主が、賃料等の支払を延滞し、または貸主に対する損害賠償があるときは、貸主は任意に敷金をもつ

て借tの債務の弁済に充当することができる。但し、貸主は敷金から差引く債務の篠の内訳を借主に明

示しなければならない。尚、これにより敦金に不足が生じた歩合(借主は直ちに不足額を4市填しなけれ

ばならない。また賃貸借中、借主は敷金をもつて賃料その他この契約に基づく借主の債務の弁済に本当

することを主張することはできない。

3.敷金は、賃貸借が終了し借主が本物件を明渡した場合に、借主の負担すべき債務の完済を確認後速やか

|に返還する )ヽの とする。但し、本物件の明渡し時に、賃料等め滞納。自然損傷以外 (故意・過失等)

原状回復に要する費用の木払い、その他本契約から生じる借主の債務が存在する場合には、当該債務●

額を敷金から差し引くことができるものとする。尚、差し引きする債務が発生した場合、貸主は借主に

その内訳を明示しなければならない∫

4.L記差し引きの額が敷令を超える金額となった場合は、借主は別途実費での精算を行うものとする。

5.借主は賃貸借の終了にあたり、公共料金 (電気・ガス・水道等)の精算 。本物件の明渡しを弟了した (入

居時に受け取つた鍵の返還)後でなければ敷令の返還を受けることができない。

6.借主は敷金の返還請求権にちいて第二者に譲渡し、あるいは担保差 し入れ等を行つてはならない。

(第 7条)ネL金

標記に礼金の定めがある場合、借主は本契約締結と同時に礼令として標記金額を貸主に支払 うく)の とする。

尚、この礼令は借主に返還 しない )ヽの とする。

(第 8条)賃料及びその他の変更

1.貸主または借主は次のいずれかに該当する場合で、その必要が認められる場合は、賃料・共益費・駐車

料金及び敷令 (保証令)等 の額の改定を協議の うえ行 うことができるc

① 物価及び;二 隣の建物賃料等に変動が生じたときc

33



② 集合住宅としての管理費が改定されたときc

③ 建物の維持管理費用・火災保険料・地代及び公租公課等に変動が生じたとき。

① 建物に改良が施されたときc

2.貸 主または借主は前項の変更をしようとするときは、変更をしようとする日の 2ヶ 月前迄に変更の理

由・期 日・変更後の令額等を書面を )ヽつ て相手方に通知しなければならないc

3.前項における賃料等の改定が立会人の労務により成立した場合、増額の場合貸主が、減額の場合借主が

立会人に対し報酬を支払う。当規定は貸主または借主の依頼によるその他の立会人の労務についても準

用する。

(第 9条)遅滞損害金      ・

貸主または借ギが本契約により生じる令銭債務の履行を遅滞したときは、年利 14%の割合による遅延損害

令を付して相手方に支払う。

(第 10条)貸主の承諾を必要とする事項

借主は次の各号のいずれかに該当する場合は、直ちにその旨を書面を )ヽっ て届け出、貸主の承諾を得なけれ

ばならない。          |                              ・

① 本契約書の入居者氏名の項に記載された以外の者を同居させようとするとき。 (出生は除外)

② 居住者全員が引続きlヶ 月以 L住宅に居住しないとき。

③ 住宅の模様替、その他施設に変更を加えようとするとき。

(第 11条 )届出事項

借主は次の各号のいずれかに該当する場合は直ちにその旨を書面を )ヽち て届け出なければならないょ

① 借主又は連帯保証人の、住所・氏名 (法人の場合は商号、代表者の氏名)又は職業・勤務先 (法人

の場合は業種)に変更が生じたとき。

② 連帯保証人が死亡又は解散し、あるいは行為能力・弁済の資力を欠くに下ったとき。

③ 住宅が破損し、又は破損のおそれがあるとき。

(第 12条)禁止事項

1,借主は住宅の全部または 一部を転貸 してはならない。

2.借主は住宅の賃借権を譲渡 してはならない。

3.借主および入居者は、本物件内において大 。猫などの動物を飼育してはならない。

(第 13条)解約の予告

1.賃貸借期間の定め (第 3条)にかかわらず、借主は lヶ 月の予告期間をおいて書面で貸主に申し出るこ

とにより賃貸借を解約することができる。この場合、借主は明渡予定日のlヶ 月前迄に指定の書式によ
る解約通知書を提出する )ヽの とし、解約通知書に記薄された明渡予定日をく)っ て賃貸借は終了する。

2.前記予告 `通知にかえて、賃料・管理費の lヶ 月分を支払うことにより即時解約することができる。
3.貸主が期間満了日以後の口を終了として賃貸借の解約を申し入れる場合は、借地借家法の規定に従V珀卒

約を申し入れるものとし、この場合6ヶ 月の予告期間をおいて、書面により通知する。
(第 14条)契約の終了

公法 にの制限・措置等により賃貸借の継続が不可能となったとき、または天災地変・火災その他、貸主およ
び借主のいずれの責に帰すことのできない事由により本物件の全部または 部が滅失または毀損 し本物件
が使用不能 となったとき、この賃貸借は当然た終了するc

(第 15条)契約の解除

借主が次の各号のいずれかに該当する行為を行い、信頼関係を損なったときは、貸主は木拠約を解除するこ
とができるc

① 入居 申込書に虚偽事項を記栽するなど、不下:な行為によって入居したときc

② 賃料等の支払を5回以 L遅滞とノたとき又は 2ヶ 月分の賃料等の支払が月末にないときc
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③ 借主又は入居者の責に帰すべき事由により本物件を滅失又は破損し、原状回復の要求に応じナ全ぃと

きc又はこれに要する費用を賠償しないときを

④ 近隣及び他の居住者に対し、危険及び迷惑となるような共同の秩序を乱す行為があったとき及び管

理組合が規定する管理規約及び使用細卿l等の違反行為を行い、管理組合から退去要求等が行われた

ときc

⑤ 借主又は入居者の ‐人で )ヽ反社会的と認められる団体の構成員 |(暴力団関係者など)と して警察当

局の介入を生じさせる行為を行つたときc又はそのおそれがあるとき。

⑥ 支払を停 Iに し、又は破産を申し立てられる等、信用に不安を生じさせたときc

⑦ 本契約の条項に違反したとき。                             ヽ

⑥ 賃貸借を継統 し難い、重大な背信行為を行つたとき。

(第 16条)立入検査

1.貸主は住宅の管J甲‐L、 又は借主が2ヶ 月以 L賃料 。管理費を滞納したときで、本物件内に立ち入つて検

査をする之、要が生じたときは、予め、その旨を借主もしくは入居者に通知し借主又は入居者の立会の )ヽ

とにこれを行 うど            ・

2.借主もしくは入居者は、 L記立入検査に協力しなければならない。

(第 17条)明渡し

i.借主は、賃貸借終了時に本物件を貸主に明け渡さなければならず、明渡しが遅廷する場合、賃貸借潅

日の翌日より明渡しにいたるまで、1日 につき直近の 1日 あたり賃料及び 1日 あたり管理費の合計額の

2倍に相当する金額を、損害金として貸主に支払わなければならない。

2.借主は、賃貸借の終了に際し移転料・立退料・変更した箇所及び造作物の買取り、その他の諸経費につ

いての請求をすることはできない。

3.借主は明渡しの場合、次の各号に定める事項を実行しなければならない。

① 借主及び入居者すべてめ者の退去c

② 借主及び入居者が搬入したすべての家財物品等の搬出。                   _
③ 建物内外の清掃及びゴミ汚物等の撤去処理。

④ 退去にとく)な う電気 。ガス `水道等の代金精算手続 (精算書類の提示が必要)。

⑤ 住宅め原状を変更した場合における原状回復の完了 |

但し(貸主が回復を希望しない場合はこの限りでない。

③ 退去時における鍵 (入居時に受け取つたもの)、 の返還。

(第 18条)行方不明の場合の措置

借主及び入居者が 2ヶ 月以 L行方不明で連絡ができない場合、本契約は当然に終了する。

(第 19条)連帯保証人

1.連帯保証人は借主と連帯して、この契約に基づく借主の貸主に対する 切`の債務 (第 17条に規定する

事項を含む)について履行の責を負う。

2.連帯保証人は、本契約の更新がなされた後く)引 き続きその責を負 う。

(第 20条)入居中の費用負担事項

1.電気・ガス・水道等の使用に関しては、借主 )ヽし くは入居者が直接施設者と契約する。

但し、法規 Lヌは建物の構造 Lこれができないときは、貸主が借主 ;ヽし くは入居者に代わって契約する

ことができる。この場合、名義の如何にかかわらず契約によつて生 じる使用料は、借主常)し くは入居者

が負担する )ヽの とすると

2.貸主及び借主は、賃貸借期間中、建物及び付帯設備等の修理の必要が生じた場合、別項の「入居中の柿

修負担区分Jに く)と づき処置をし、その費用を負担するc但 し、貸主は建物・付帯設備について予め修

理保証をしない旨告知した設備を除いて、賃貸借開始日より60日 間その作動を保証する。
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と

　

　

督

た

　

　

当

3.前項にかかわらず、借主及び入居者の責による審物・付帯設備の損耗・故障は借主が自己の費用負担に

おいて修理を行い、損害を賠償しなければならない。

(第 21条)法人契約の場合

借主が法人である場合、入居者は標記のモ)のに限定され、入居者の入替えは認めなしヽ.

(第 22条)代理権の授与

借主は、下記①②に記載する事項について、連帯保証人 (本契約締結後、あらたに連帯保証人となっヽた者を

含む)に代理権を授与するc

① 契約解除等、貸主からの意思表示を受領すること。

② 賃貸借終了の場合に、本物件を原状回復 し貸主に明渡すことc

但し、 L記①の授権事項については貸主はまず借主本人にたいして通知を発し、これが借主の行方不明・受

取拒絶等により至1達 しない場合に限り連帯保証人に対して通知することができる。

尚、貸主から借主への通知は、書面による通知先の指定がある場合はその指定通知先に、指定がない場合には

本物件所4地 (借主が法人である場合には借主の申し出た最終の本店所在地)に あてて発信すればたりる )ヽの

とする。

(第 23条)火災保険への加入

借声又は入居者は本契約締結時に、火災などによる本物件中の象財の損害及び貸主に対する損害あ賠償に備
えて、本物件を対象とした家財保険などの損害保険た自己の負担にて加入 しなければならない。また、本契約
が耳新された場合も同様とする。

(第 24条)管轄裁判所

本契約に関する調停・訴訟の管轄は、建物の所在地を管轄する裁判所とする。
(第 25条)特約事項                     :           i    ｀

本契約書において、特約事項がある場合、各条項より竹約事項を優先すゃものとする|
(第 26条)自 治会 。管理組合今の加入

借主又は入居者は、管理組合・自治会へ加入するとともに管理規約及び使用細則を遵守しなければならなぃc

く〈特記事項〉〉

検
‐
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告
刊

　

て
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この契約の締結を証するため、本契約書を作成 し当事者が署名捺印のうえ各 1通 を保有する。
尚、貸主・借主及び借主連帯保証人は、本契約書が契約締結 日現在における当事者の合意を規定したモ)の であ
り、契絢締結以前に貸主 。借主・連帯保証人・媒介 (代理)業者の間でなされた、協議内容・合意事項 。ある
いは ‐方 当事者から相手方あるいは媒介 (代テ平)業者に対 して行った申し入れ等と本契約書記載内容が相達す
る場合は、本拠約書記載内容が優先することを相互に確認する。
平成,争年/,月 /,日 36



くく貸  主〉〉

'/>f

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

〈〈宥挙  ゴエ〉〉

仲介業者

 

借主の

連帯保証人

r鼻急連絡先 勤務先名        勤務先住所

↓

不

代表取締役  三 好  明

4録 番 号  大阪  1

……百_… .冨 _… ……綾 .…

0

免 許 番 号

住 所

宅地建物

取引主任若

大阪府知事 (4)第 45834 号

堺 市 南 区 竹 城 台 i丁 1番 2号

商 号  国生ハウジング株式
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う

賃貸借契約用

平成オ 年 つ月 瘍 日

誓 約 書

貸 主   殿

下記不動産 (以下「本物件」という)の賃貸借契約を締結するにあ■り、大阪庶暴ヵ団排眸条例 (平

成23年 4月 1日 施行)(以下「条例」という)第 15条に基づき、貸主が借主に対し、本物件を暴力団事

務所に使用しないことを確認するため、借主は下記のとおり誓約し、本誓約書2通を作成し、署名押印

の上、貸主および代理または媒介業者に各1通ずつ提出する。

借主は、条例第 19条に基づき、借主または第二者をして、本物件を暴力団事務所として使用しないこ

ヽ
一
　

一 記

とを誓約する。

所在地  (住居表示 )

種 類

堺市南区深阪南 342-12
事業用

借 主

上記のとおり、代理または媒介業者は、条例第20条に基づ

務所に使用しないことを確認した。

牙 マ

弯 乃
i槻 ニ

所

名

住

氏

吉借主に対し本物件を暴力団事
)

代 理

または

媒介業者

住

商

洸

一子

者代 表

告臥守挙手手凛黙逗
代表聴 役、ェ 好  明

以上
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自
動
車
保
管
場
所

軍
岳
賃
貸
借
契
約
書

を含

人

と
程層

人

知

吻

破

疵
瞥

の
間
■

次
の
と
お

り
自
動
車
保
管
場
所

（車
庫
）
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
ま
す
。

第
　
一一　
条
　
管
奮
（人
は
そ
の
所
有
す
る
次
に
表
示
の
自
動
車
保
管
場
所

（車
庫
）
を
賃
借
人
に
賃
貸
し
、
賃
借
人
は
そ

一コ韓叫
（車る鶉
『
排
”
潮韓
庫（恥
蜘虐詢
抑
抑殊
嚇
呼
株性
”
韓
癖
僻
辞解が
解
イ
ン歩
切
θ
卜
一

平
方
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
方
メ

一
一、
訥
郷

草 ノレ
ム
」
期
草

醒

　
　

ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

車
両
名
お
よ
び
車
両
番
号

第

二

条
　
を貝
借
料
は
壱
か
月
金
　
　
　
抜
″
た
耳
　
　
　
　
附
地

（壱
か
れ
未
瀞
の
算
借
料
は
酢
割
計
算
ど
す
る
。）

韓韓け幹呻枷蜘坤坤叫一坤一脚嫌

磐れわ術一豹囃舟れ峰盤銅難培鯵勲隊嬢鞠

で

条

躇

章

晟

坂

年

歩

月

ツ
在
契
勢

揚

顎

藩
で
静

修

幹

ま
で
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
当
事
者
協
議
の
ス

第

四

桑
　
管
（借
人
が
次
の
場
合
の
一
つ
に
該
当
し
た
と
き
は
、
賃
貸
人
は
、
催
告
を
し
な
い
で
直
ち
に
こ
の
契
約
を

解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。

一
、
賃
料
の
支
払
い
を
怠
っ
た
と
き
ｏ

二
、

頂
貸
人
の
党
め
上
管
理
規
則
に
進
反

・し
た
と
き
。

三
、
そ
の
他
こ
の
契
約
に
違
反
し
た
と
き
。　
・

第

五

条
　
賃
借
人
は
賃
貸
人
の
定
め
た
管
理
規
則
に
従

っ
て
保
管
場
肝

（事
憶
）
を
使
舟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ｊ

の
と
し
ま
す
。

‐第

一ハ
条
　
看
（借
人
ま
た
は
そ
の
代
理
人
、
使
用
人
ド
運
転
常
、
同
乗
者
等
の
墳
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
っ
て
保
管
場

・
所

（車
庫
）
ま
た
は
そ
の
施
設
お
よ
び
．保
各
場
所

（車
庫
）
の
他
の
自
動
車
に
損
争
を
与
え
た
と
き
は
、

賃
借
人
は
す
み
や
か
に
そ
の
損
害
を
賠
償
す
る
も
０
と
し
ま
す
。

第

北

条
　
管
（貸
人
は
〔
保
管
場
所

（草
庫
）
に
な
る
魚
借
次
の
自
動
車
ｔ
つ
い
て
、
賃
貸
人
の
責
任
に
基
づ
か
な
い

で
発
生
し
た
天
災
、
火
災
、
盗
難
等
に
よ
る
損
害
に
つ
い
て
つ
責
任
を
負
わ
れ
に
も
の
と
し
ま
す
。

第

Ｈ八
条
　
各
当
事
者
は
、
少
な
く
と
も
壱
か
月
前
の
予
告
を
も

っ
て
、
こ
の
契
約
を
解
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
し
ま
サ
。
た
だ
し
、
賃
借
人
は
予
告
に
代
え
壱
か
月
分
の
賃
借
料
相
当
笛
を
賃
貸
人
に
支
払
っ
て
即
時

に
解
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
ょ
の
と
し
ま
す
。

坤
．，ゎ与　」的韓的的鞠”呻犠幹韓中坤勢的雑韓中一時

ときヽ一箋印蜘嘆賊班琢初， ヽ

陳
金
額
が
み
る
と
花
は
こ
れ
を
差
し
引
い
て
そ
の
残
額
を
返

還
す
る
も
の
と
し
、
利
息
は
つ
け
な
い
も
の
と
し
ま
す
。

第

十

条

・
（特
約
事
項
）
　
　
　
　
　
　
　

ヤ

右
の
と
お
り
契
約
が
成
立
し
ま
し
た
の
で
、
本
契
約
書

各
自
署
名
押
印
の
う
え
、
各
壱
通
を
所
持
し
ま
す
。

平
み
Ｔ
彼
年
十
一
月
　
七

日

ガ

こ
を
作
成
し
、

賃
貸
人
　
住
　
所

氏
　
名

賃
借
人
　
住
　
所

′
　

　

氏
　
名

冴
■

的

テ

　
腹
　
学

口
圏
□

０

本

渚

今

　

契

約

１６

５‐

　

７
改
を
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賃
貸
人

第

一
一
条
　
管
（借
料

と

し

、

う
こと
の

ら
申

し

第

〓
一
条

算

匹

券

第

五

条

第

六

条

第

七

条

第

八

条

第

九

条

第

十

条

ヶ
自
動
車
保
管
場
所

（車
庫
）
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
ま
す
。

第

一一
条
　
賃
貸
人
は
そ
の
所
有
す
る
次
に
表

保
管
場
所

（車
庫
）
を
賃
倍
人
に
賃
貸
し
、
賃
借
人
は
そ

コ「器叫一鶉蜘排脚
，

脚雰坤中枕４Ｗ一幹抑靱鶴蘇∝杉勒υ「ォ一方一

―
ト
ル
盆
車
場
番
号
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

二
、
自
動
車
台
数

　

を
と

　

　

、
口
　
　
　
　
一

車
両
名
お
よ
び
車

右
の
と
お
り
契
約
が
成
立
し
ま
し
た
の
で
、
本
契
約
書

各
自
署
名
押
印
の
う
え
、
各
壱
通
を
所
持
し
ま
す
。

な
麻
フォイ
ク

左千
す
一
月
　
上

自
動
車
保
管
場
所

筆
ε
賃
貸
借
契
約
書

進
層
人
鈎
場
畝
絃
伝
間
に
、
え
の
と
お

也

（壱
か
月
未
満
の
賃
借
料
は
日
割
計
算
と
す
る
。）

は
壱
か
月
金

管
（借
人
は
毎
月

所
ま
た
は
営
業
所
に
持
参
し
て
支
払

と

し
ま
す

。
た

株

鯛
也
乾
賃
貸
人
は
賃
借
人
か

受

け
る
も

の
と
し
ま
す
。

契
約
剃
間
は
平
攀
ら
デ
勿
７
年
　
一十
夕

月
　
　
　
　
日
め
ら

，
空
み
ｆ
労
な
す
　

オ
イ

月

ノ〃
千
／
日

ま
で
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
当
事
者
協
議
の
う
え
契
約
の
更
新
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。

賃
借
人
が
次
の
場
合
の

一
つ
拝
該
当
し
た
と
ｔ
は
、
賃
貸
人
は
、
催
告
を
し
な
い
で
直
ち
に
こ
の
契
約
を

解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。

一
、
賃
料
の
支
払
い
を
怠

っ
た
と
き
。　
　
　
　
　
　
　
　

・

二
、
賃
貸
人
の
定
め
た
管
理
規
則
に
違
反
し
た
と
き
。

二
、
そ
の
他
こ
の
契
約
に
違
反
し
た
と
き
。

賃
借
た
は
賃
負
人
の
定
め
た
管
理
規
則
に
従

っ
て
保
告
場
所

（〓
駐
）
と
使
用
し
な
け
た
は
か
ら
な
い
も

の
と
し
ま
す
。

賃
借
人
ま
た
は
そ
の
代
理
人
、
使
用
人
、
運
転
者
、
同
乗
者
等
の
責
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
っ
で
保
管
場

所

（車
庫
）
ま
た
は
そ
の
施
設
お
よ
び
保
管
場
所

（革
庫
）
の
他
の
伯
動
車
に
損
害
を
与
え
た
と
き
は
、

賃
借
人
は
す
み
や
か
に
そ
の
損
害
を
賠
償
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

賃
貸
人
は
、
保
管
場
所

（車
庫
）
に
在
る
賃
借
人
の
自
動
車
に
つ
い
て
、
賃
貸
人
の
責
任
に
基
づ
か
な
い

で
発
生
し
た
天
災
、
火
災
、
盗
難
等
に
よ
る
損
害
に
つ
い
て
の
責
任
を
負
わ
な
い
も
の
と
し
ま
す
。

各
当
事
者
は
、
少
な
く
と
も
壱
か
月
前
の
予
告
を
も
っ
て
、
こ
の
契
約
を
解
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
賃
借
人
は
予
告
に
代
え
壱
か
月
分
の
賃
借
料
栂
当
額
を
賃
貸
人
に
支
払

，
て
即
時

に
解
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
「

申 こ
”
卑
脚
帥
一錦
［
珊
け
頬
婢
欺
韓
叫
廟
議
投
ｎ
Ｘ
義
¨

契
約

に
年
脚
蜘

ｔこ
（
を

麟
脇
叛
絲

施
ヽ

延
滞
賃
借
料
ま
た
は
第
六
条
に
よ
る
損
害
賠
償
金
額
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
差
し
引
い
て
そ
の
残
額
を
返

還
す
る
も
の
と
し
、
利
息
は
つ
け
な
い
も
の
と
し
ま
す
。

（特
約
事
項
▼
　
　
・
　

　

　

　

ィ

式

通
を
作
成
し
、

氏 住

定I所

寅
書

人

氏 住

名 所

賃
借
人

靱サ
駒
少

櫂

一

薇

製

禁

ず

０

本

烙

今

　

契

約

１６

５‐
　

７

骰

，
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